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１．検討体制と検討経緯 

 
（１）検討体制 

品川区都市型観光プランの策定にあたっては、「検討委員会」及び「専門部会」を設置

し、両会議での意見・審議、助言を踏まえながら検討を行ないました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品川区都市型観光プラン検討委員会 

役割・位置づけ：本プランの検討・審議を行う組織 
構成メンバー： 
◆学識経験者（十代田朗 東京工業大学大学院 准教授） 
◆関連団体代表者 
◆品川区（副区長、関連部局 部長等） 

意見・審議 検討結果提示 

役割・位置づけ： 
・本プランに関する専門的見地からの
助言 

構成メンバー： 
◆学識経験者（津々見崇 東京工業大
学大学院 助教） 

◆関連団体代表者 
◆品川区（関連部局 課長等） 

事  務  局 
＜役割・位置付け＞ 
・各種基礎調査、プラン検討の実
務組織 
＜構成メンバー＞ 
◆品川区 文化スポーツ振興部  
文化観光課 
◆(一社)しながわ観光協会 
事務局 

◆株式会社プランニングネットワ
ーク【調査会社】 

品川区都市型観光プラン専門部会
検討経過 
報告 

助 言 
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■品川区都市型観光プラン検討委員会 名簿 

 氏  名 所    属 

座長 十代田 朗 東京工業大学大学院 情報理工学研究科 情報環境学専攻 准教授 

委員 中川原 史恵 品川区 副区長 

委員 中山 武志 品川区 企画部長 

委員 堀越 明 品川区 地域振興部長 

委員 安藤 正純 品川区 文化スポーツ振興部長 

委員 藤田 修一 品川区 都市環境部長 

委員 松代 忠徳 品川区 防災まちづくり部長 

委員 本城 善之 品川区 教育委員会教育次長 

委員 長谷川 雅一 しながわ観光協会 副会長 

委員 松本 亨 しながわ観光協会 代表理事 

委員 近江 清光 品川区町会連合会 会長 

委員 伊東 堅 
東京商工会議所品川支部 商業分科会副文科会長 

兼まちづくり観光振興特別委員会委員 

委員 島 敏生 品川区商店街連合会 会長 

委員 日下部 隆 品川文化振興事業団 常務理事（事務局長） 

委員 堀江 新三 旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会 会長 

委員 渡邊 徹 ＪＲ東日本 大井町駅長 

委員 山野 道彦 東京モノレール 浜松町駅長 

委員 戸田 匡介 東京急行電鉄株式会社 鉄道事業本部 事業戦略部 統括部長 

委員 島田 良亮 京浜急行電鉄株式会社 グループ戦略室 部長 

委員 深沢 令子 株式会社 JTB 国内旅行企画 地域ｺﾝﾃﾝﾂ開発担当課長 

※オブザーバー：品川区都市型観光プラン専門部会 津々見崇座長 
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■品川区都市型観光プラン専門部会 名簿 

 氏  名 所    属 

座長 津々見 崇 東京工業大学大学院 情報理工学研究科 情報環境学専攻 助教 

委員 中元 康子 品川区 広報広聴課課長 

委員 山崎 修二 品川区 商業・ものづくり課長 

委員 間部 雅之 品川区 文化観光課長 

委員 小川 陽子 品川区 オリンピック・パラリンピック準備課長 

委員 中村 敏明 品川区 都市計画課長 

委員 井上 博貴 （社）東京青年会議所品川区委員会 

委員 玉野 浩太郎 品川区商店街連合会 事務局長 

委員 勝山 宏則 しながわ観光協会 理事 

委員 佐藤 未希 しながわ観光協会 理事 

委員 土井 太郎 ※1 ケーブルテレビ品川 専務 

委員 山中 和則 ※2 ケーブルテレビ品川 専務 

委員 渡邊 崇志 旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会 

委員 川崎 竹志 株式会社ＪＴＢ国内旅行企画 

委員 鏑木 由佳理 清泉女子大学 ガイドガールズ愛好会 

委員 蒲原 大輔 品川区 政策課題研修生 

委員 石原 美穂子 品川区 政策課題研修生 

※1：第 1回専門部会、第 2回専門部会 

※2：第 3回専門部会、第 4回専門部会 

※オブザーバー：品川区都市型観光プラン検討委員会 十代田朗座長 
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（２）検討経緯 

品川区都市型観光プランは、基礎調査等の結果を踏まえながら、検討委員会、専門部

会（各４回）で検討を行いました。具体的な検討スケジュールは下図のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討委員会 専門部会 

委員会・部会 基礎調査等 

主な議事 

◆これまでの観光関連事
業の取組み状況 

◆庁内・関係団体ヒアリ
ング調査結果 

◆プランの基本的方向性 

第１回委員会 

H27.8.6 開催 

◆庁内ヒアリング調査 
（品川区関連部課） 
◆関係団体ヒアリング調
査（関連 29団体） 

第１回部会 

H27.7.1 開催 

◆若手ワークショップの
開催結果 

◆「品川区都市型観光プ
ラン」の骨子 

◆若手ワークショップ 
・H27.8.28 開催 
・ワークショップ参加者
25名で品川区の観光資
源、観光コースを検討 

第２回委員会 

H27.10.16 開催 

第２回部会 

H27.9.8 開催 

◆「品川区都市型観光プ
ラン」の素案 

第３回委員会 

H27.12.10 開催 

第３回部会 

H27.11.20 開催 
パブリックコメント 

意見募集期間： 
平成28年1月11日～1
月 25日（15日間） 

◆パブリックコメントの
結果 

◆「品川区都市型観光プ
ラン」（案） 

第４回委員会 

H28.2.26 開催 

第４回部会 

H28.2.25 開催 

「品川区都市型観光プラン」策定（平成 28 年 3 月） 

検討委員会 専門部会 若手ワークショップ
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２．検討にあたっての基礎調査等の概要 

品川区都市型観光プランの策定にあたっては、品川区内の観光に関する現状やニーズ

を把握するとともに、検討の基礎的な知見や情報を得ることを目的として、品川区関連

部課を対象とした「庁内ヒアリング調査」、区内で観光に関係の深い取組みを担っている

団体・組織を対象とした「関係団体ヒアリング調査」を実施しました。 

さらに上記調査に加えて、しながわ観光の未来を担う若年層の意見を把握することを

目的に、「若手ワークショップ」を開催し、品川区の観光資源、観光コースいついて議論

を行ないました。 

次頁以降に、これら基礎調査等の実施概要を示します。 
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（１）「庁内ヒアリング調査」実施概要 

項 目 内 容 

調 査 対 象 企画部：広報広聴課（広報広聴担当、シティプロモーション担当）、情報システ
ム課（情報推進担当、情報セキュリティ担当） 
教育委員会：庶務課（文化財係） 
地域振興部：地域活動課（国際担当）、商業・ものづくり課（商店街支援係） 
文化スポーツ振興部：オリンピック・パラリンピック準備課 
都市環境部：都市計画課（景観担当）、都市開発課 
防災まちづくり部：道路課、公園課（みどりの係）、河川下水道課（水辺の係）

以上、全 11課
調査実施時期 平成 27 年 6月 
調 査 項 目 ①近年実施してきた観光に関連性の深い取組み・事業 

②今後予定している観光に関連性の深い取組み・事業 
③品川区都市型観光プランに盛り込むべき事項 

調 査 結 果 
（主なもの） 

①近年実施してきた観光に関連性の深い取組み・事業 
 ◆イベント、ツアー等 
◆環境整備 
⇒大崎駅西口バスターミナル、目黒川、Wi-Fi 等 
◆オリンピック・パラリンピック関連 
⇒区内開催競技の周知事業を中心とした広報・PR、イベント等 

②今後予定している観光に関連性の深い取組み・事業 
 ◆スポーツ振興 
  ⇒オリンピック・パラリンピック開催後も見据えて 
 ◆Wi-Fi スポットの整備 
 ◆リバーステーションの整備等の河川環境整備 
 ◆シティプロモーション 
③品川区都市型観光プランに盛り込むべき事項 
 ◆魅力の発掘・再編集 
  ⇒河川、運河のさらなる観光活用（目黒川、勝島運河等） 
  ⇒大崎駅からの観光動線の検討 
 ◆連携による魅力の向上 
  ⇒しながわ水族館等の既存集客施設との連携 
 ◆魅力的な環境づくり 
  ⇒サイン等の多言語化（訪日外国人観光客対応） 
  ⇒オリンピック・パラリンピックを契機としたスポーツ観光の振興 
  ⇒オリンピック・パラリンピック会場周辺の緑化等 
 ◆情報発信の強化 
  ⇒SNS に着目した情報発信の充実 
  ⇒シティプロモーションの拡大 
 ◆体制の充実 
  ⇒人材育成（ボランティア） 
  ⇒区全体・地域全体でのおもてなしの体制づくり 
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（２）「関連団体ヒアリング調査」実施概要 

項 目 内 容 

調 査 対 象 観光関連団体（3 団体）：ガイドしながわ、ガイド TOKYO，SHINAGAWA、しな
がわ観光協会 
水辺関連団体（3 団体）：天王洲総合開発協議会 役員会 ワーキングチーム、品
川浦・天王洲地区運河ルネッサンス協議会、勝島・浜川・鮫洲地区運河ルネッサ
ンス協議会 勝島運河倶楽部 
商工業関連団体（5 団体）：品川区商店街連合会、戸越銀六商店街振興組合、荏
原町商店街振興組合、旗ヶ岡商店会、東京商工会議所品川支部 
品川区外郭団体（3 団体）：公益財団法人品川区国際友好協会、公益財団法人品
川文化振興事業団、公益財団法人品川区スポーツ協会 
区内施設管理者（3 団体）：しながわ水族館、品川歴史館、特別区競馬組合（東
京シティ競馬） 
まちづくり団体（3 団体）：NPOまちづくり大井、品川龍馬会、一般社団法人大
崎エリアマネージメント 
旧東海道関連団体（3 団体）：旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会、品川宿交
流館、ゲストハウス品川宿 宿場 JAPAN 
鉄道事業者（4 団体）：ＪＲ東日本 大崎駅、東京モノレール 浜松町駅、東京急
行電鉄株式会社 業推進課、京浜急行電鉄株式会社 グループ戦略室 
メディア関連（1 団体）：株式会社南東京ケーブルテレビ 
近隣区（1 団体）：港区 産業・地域振興支援部産業振興課 
                            以上、全 29団体

調査実施時期 平成 27 年 6月～7月 
調 査 項 目 ①近年の観光客の特徴 

②観光に関する近年の取組み 
③しながわ観光の今後の課題 

調 査 結 果 
（主なもの） 

①近年の観光客の特徴 
 ◆日本人観光客 
⇒一部の商店街は土日、イベント時を中心に来街者が増えている 
⇒旧東海道品川宿の周辺は、休日のシニアの団体、夫婦のまち歩きが多い 
⇒大井町駅、大崎駅周辺ではビジネス客、ビジネス宿泊客が多い 

 ◆外国人観光客 
⇒外国人の区内宿泊客は増えている 
⇒比較的、アジア系の個人旅行者が多い 

②観光に関する近年の取組み 
 ◆イベント 
⇒まち歩き、水辺観光、つまみ食いウォーク、バル、芸術・文化イベント等
◆広報・ＰＲ 
⇒ホームページの運営、パンフレット・マップの配布、お土産品の開発 
◆外国人対応 
⇒多言語パンフレットの配布、スマートフォンアプリの開発、人材育成 

※次頁へ続く 
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項 目 内 容 

調 査 結 果 
（主なもの） 

※前頁より続き 

③しながわ観光の今後の課題（今後検討していくべき事項） 
 ◆魅力の発掘・再編集 
⇒水辺、桟橋を活かした観光コンテンツの充実 

 ◆連携による魅力の向上 
⇒水辺を利用した広域連携 
⇒民間事業者、旅行代理店、メディアとの連携 

 ◆魅力的な環境づくり 
⇒区内施設（スポーツ施設、文化施設）の積極的な活用 
⇒案内サインの多言語化、無料Wi-Fi の設置 
⇒水辺利用のための環境整備 
◆情報発信の強化 
⇒紙媒体、インターネット双方での発信 
⇒マスメディアと連携した情報発信 

 ◆体制の充実 
  ⇒区民の観光意識の醸成 
⇒おもてなしの人材、観光ボランティアの育成 
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（３）「若手ワークショップ」実施概要 

項 目 内 容 

参 加 者 学識経験者（東京工業大学 十代田准教授、津々見助教）、品川区関係各課の若手
職員、関連団体（東京青年会議所品川区委員会、品川区商店街連合会、しながわ
観光協会、旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会等）の若手メンバー、大学生・
大学院生（清泉女子大学、東京工業大学）   全 25 名 

実 施 日 時 平成 27 年 8月 28日（金）14時～16時 30分 
検 討 事 項 ・品川区の観光資源・イベント 

・品川区のテーマ別おすすめ観光コース（A～Eの各班で検討） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「若手ワークショップ」における検討成果（テーマ別おすすめ観光コース）    （1/2） 
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■「若手ワークショップ」における検討成果（テーマ別おすすめ観光コース）    （2/2） 
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３．戦略・施策の役割分担・スケジュール（想定） 

 

本プラン「第４章 しながわ観光の戦略と施策」に示した各施策等の想定される役割

分担、スケジュールは次頁以降に示すとおりです。 
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「品川区都市型観光プラン」戦略・施策の役割分担・スケジュール（想定）一覧 （1/３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⽂
観

オ
リ

⽔辺を活⽤したイベント等の開催 〇 〇 ◎ 〇 〇 ⇒

ケータリングカーの設置等、⽔辺に親しんでもらうための仕掛けづくり ◎ 〇 ◎ 河川下⽔道課 ⇒

まち歩きや散策ルートとしての⽔辺の活⽤ 〇 〇 ◎ 〇 ⇒

Eボートやカヤック等の⽔上スポーツの場としての活⽤ ◎ ◎ 〇 〇

区内の⽔辺、桟橋・船着場の新たな観光活⽤・活性化⽅策の検討 〇 ◎ 〇 ◎ 河川下⽔道課

⾈運を活⽤した各種観光ツアー、観光プログラムの充実 〇 ◎ 〇 〇 ⇒

まち歩きツアーとの連携（「まち歩き」＋「⾈運」のパッケージツアー等の開催） 〇 ◎ 〇 〇 ⇒

区内船着場の利活⽤⽅策の検討 〇 〇 〇 〇 ◎ 河川下⽔道課

⾈運の活性化に関する東京都や周辺区との調整・検討 〇 〇 ◎ 河川下⽔道課

⾈運による⽻⽥空港、お台場、⽇本橋、浅草等の区外の観光拠点との連携促進 ◎ 〇 〇 〇

親⽔デッキや船着場等を活⽤した⽔辺の賑わい創出（イベント開催、⽔辺への飲⾷店等の誘致） ◎ 〇 〇 ⇒

⾈運事業者との連携による新たな観光ツアー、観光プログラムの充実 ◎ ◎ 〇 ⇒

⾈運による⽻⽥空港、お台場、⽇本橋、浅草等の区外の観光拠点との連携促進 ◎ 〇 〇 〇

船着場と品川区内の船着場を結ぶ⾈運ルートの検討 ◎ 〇 〇 〇

「⽔辺・⾈運の観光拠点」として積極的なＰＲ 〇 ◎ 〇

商店街を中⼼とした集客イベントの開催 ◎ 〇 〇 〇 ⇒

集客イベントへの⽀援 〇 〇 〇 ◎ 商業・ものづくり課 ⇒

歴史的資源を巡るツアー等の開催 〇 〇 ◎ 〇 〇 ⇒

⽂化財⾏政との連携による、歴史的資源の観光活⽤の推進（品川歴史館と連携した講座、ツアー等の開催） 〇 ◎ 〇 〇 ⇒

坂本⿓⾺、伊藤博⽂、板垣退助などの縁の地域との連携イベントの実施 〇 ◎ ◎ 〇

 明治維新150周年記念イベントの実施 〇 ◎ ◎ 〇

「観る」スポーツ観光の推進 （After 五輪）五輪レガシーを活⽤したスポーツイベントの積極的な誘致 ◎ 〇 ◎ スポーツ推進課 ⇒

（Before 五輪）五輪開催に向けた関連スポーツイベントの開催 ◎ 〇 ◎ 〇 ⇒

ウォーキングやランニング、サイクリング等の⾝近なスポーツの促進（関連イベント開催や利⽤拠点・環境の整備） ◎ 〇 ◎ 〇 ⇒

運河や河川の⽔辺を活かしたEボートやカヤック等の⽔上スポーツの促進（関連イベント開催や利⽤拠点・環境の整備） ◎ 〇 ◎ 〇

区⺠が参加できるスポーツイベント等の開催 ◎ 〇 〇 ◎ スポーツ推進課 ⇒

アートイベントの積極的な誘致・開催 〇 ◎ ◎ ◎ 障害者福祉課 ⇒

⺠間主体の⽂化・芸術イベントへの⽀援 ○ ○ ◎ 〇 ⇒

演劇・⾳楽・美術等のアートイベントの積極的な情報発
信

アートイベントの積極的な情報発信・ＰＲ 〇 ◎ ◎ ◎ 〇

商店街や飲⾷店と連携したアフター５イベントの開催 ◎ 〇 〇 〇 ⇒

⾈運事業者との連携によるナイトクルーズ ◎ 〇 ⇒

アフター５観光の発掘・検討 〇 〇 ◎ ◎ 〇

アフター５観光の情報発信 〇 〇 ◎ 〇 〇

品川駅や⽻⽥空港利⽤者をターゲットとした「しながわ
ショートトリップ」の推進

品川駅や⽻⽥空港からの出発前の数時間に対応した観光プログラムの開発 〇 〇 ◎ ◎ 〇

鉄道駅を起点として、周辺の観光資源（商店街、歴史資源、⽔辺・公園等）を巡る短時間の回遊ルートの開発 〇 〇 ◎ ◎ 〇 ⇒

⼤崎駅⻄⼝バスターミナル周辺の観光資源を巡る短時間の回遊ルートの開発 〇 〇 ◎ ◎ 〇

観
光

協
会

⾏ 政 ※1 H31
年度

2019

H32
年度

2020

戦略 施策 施策の展開例 施策の具体例

具体例における役割例 （◎：主担当） スケジュール例（取組みの開始年度）※2

事
業
者

関
連

団
体

H27
年度

2015

H28
年度

2016

H29
年度

2017

H30
年度

2018

H33
年度

2021
他
課

⇒

⇒

【基本戦略A】
観光コンテンツの充実
〜“しながわ”ならでは
の過ごし⽅の提案〜

施策A-1：ウォーターフロ
ントを核とした賑わい創出

⽔辺の観光利⽤の促進

⇒

⇒

観光⾈運の活性化

⇒

⾈運による広域連携
⇒

⇒

施策A-2：商店街を活⽤し
た観光の推進

商店街と連携した集客イベントの実施

⇒

⇒

天王洲・品川浦地区における「⽔辺・⾈運の観光拠点」
の形成

⇒

施策A-3：歴史めぐり観光
の推進

歴史資源を巡る観光プログラムの充実

明治維新150周年に係る取組みの推進

施策A-4：スポーツ観光の
推進 「する」スポーツ観光の推進

⇒

施策A-5：⽂化・芸術観光
の推進

演劇・⾳楽・美術等のアートイベントの積極的な誘致・
開催

⇒

施策A-6：しながわショー
トトリップの推進

区内就業者やビジネス客等をターゲットとしたアフター
５観光の推進 ⇒

⇒

⇒

交通拠点を起点とした「しながわショートトリップ」の
推進 ⇒

※1 ⽂観：⽂化観光課、オリ：オリンピック・パラリンピック準備課

※2 H27年度に「⇒」がついているものはH27年度時点に既に取組みに着⼿しており、今後これを継続していく取組み
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⽂
観

オ
リ

既存の観光案内拠点の機能強化 2020年オリンピック・パラリンピック東京⼤会の開催を⾒据えた外国⼈観光客対応の強化 〇 ◎ ◎

鉄道駅など交通拠点における観光案内機能の強化 鉄道駅における観光案内拠点の設置検討 〇 〇 ◎ 〇 ⇒

ホームページ情報の適切な更新・充実 〇 〇 ◎ 〇 ⇒

SNSやブログ等の個⼈の⼝コミ情報に着⽬した情報発信 ◎ 〇 ⇒

紙媒体による情報発信の継続 観光マップや観光パンフレットの発⾏・配布 〇 〇 ◎ 〇 ⇒

マスメディアへの適切な情報提供 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 ⇒

テレビ番組などのロケ地の情報発信 ◎ 〇 〇 ⇒

区内の各地域で開催される⼩規模な祭礼、イベントの情
報を⼀元的に管理するための仕組みの構築

観光協会への情報集約の仕組みづくり 〇 〇 ◎ ◎

しながわ年間イベントカレンダーの公開・情報発信 観光協会のホームページを活⽤した、年間イベントカレンダーの公開、効果的な情報発信 〇 〇 ◎ 〇 ⇒

東京都や国が主催する観光プロモーションへの参画 〇 ◎ 〇 〇 ⇒

近隣区との連携による観光プロモーションの実施 〇 ◎ 〇 〇 ⇒

宿泊事業者や交通事業者等との連携による観光プロモー
ションの実施

－ 〇 ◎ 〇 〇 〇

「広報しながわ」における区内観光情報の掲載 〇 ◎ ⇒

品川区広報番組における区内観光情報の発信 〇 〇 ◎ 広報広聴課 ⇒

東京都や国が主催する海外向けプロモーションへの参画 ◎ 〇 〇 ⇒

近隣区との連携による海外向けプロモーションの実施 ◎ 〇 〇 ⇒

東京都や近隣区等との連携による海外のメディア、旅⾏会社の招請 〇 ◎ ⇒

品川区の姉妹都市、友好都市等へのプロモーションの実
施

品川区の姉妹都市、友好都市、教育交流都市への観光プロモーション 〇 〇 〇 ◎ 国際協働

区内のイベントへの参加要請 〇 〇 ◎ 国際協働 ⇒

各国への観光プロモーションの実施 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 国際協働

観光情報の多⾔語化 観光に係るホームページやパンフレット等の多⾔語化 〇 〇 ◎ 〇 〇 ⇒

交通事業者との連携によるまち歩きツアーの開催 〇 〇 ◎ 〇 ⇒

交通事業者との連携による集客イベントの実施 〇 〇 ◎ 〇 ⇒

複数の交通事業者の連携による観光プログラムづくり 鉄道事業者、バス事業者、⾈運事業者等の連携による観光ツアーの造成 〇 〇 ◎ 〇

鉄道撮影スポットの紹介 〇 ◎ 〇

鉄道事業者が開催するイベントとのタイアップ 〇 ◎ 〇

集客施設利⽤者へのしながわ観光の情報提供 〇 ◎ 〇 ⇒

集客施設のイベント情報などの発信 〇 ◎ 〇 ⇒

品川職⼈組（伝統⼯芸保存会）との連携による観光プログラムの検討 〇 〇 〇 ◎ 商業・ものづくり課

品川産業⽀援交流施設（SHIP）等を活⽤した観光資源の開発 〇 〇 〇 ◎ 商業・ものづくり課

区内宿泊施設におけるしながわ観光の情報提供 ◎ 〇 〇 ⇒

区内宿泊者を対象としたモニターツアーの開催 〇 ◎ 〇 ⇒

区内宿泊者へのニーズ調査 〇 ◎ 〇

品川区における⺠泊のあり⽅の検討 － 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 企画調整

区域を越えたまち歩きマップ等の作成 ◎ 〇 ⇒

品川・⼤⽥地域観光まちづくり推進協議会の取組みの継続 ◎ 〇 ⇒

その他近隣区との連携の検討 ◎ ◎ ⇒

品川区と交流協定を結んでいる地域や全国連携プロジェクトとの連携（観光ＰＲイベントの実施、観光客の獲得） 〇 〇 ◎ 地域活動課 ⇒

明治維新（伊藤博⽂、板垣退助、坂本⿓⾺等）を⼿がかりとした国内他都市との連携（観光ＰＲイベントの実施、観光客の獲得） ◎ 〇 〇

東海道の他の宿場町との連携（観光ＰＲイベントの実施、観光客の獲得） ◎ 〇 〇 〇 ⇒

戦略 施策 施策の展開例 施策の具体例

具体例における役割例 （◎：主担当） スケジュール例（取組みの開始年度）※2

事
業
者

関
連

団
体

H33
年度

2021
他
課

【基本戦略B】
情報発信の強化

施策B-1：観光案内拠点の
更なる充実

⇒

施策B-2：多様な媒体を活
⽤した情報発信

インターネット環境を活⽤した情報発信の充実

マスメディアと連携した情報発信

観
光

協
会

⾏ 政 ※1 H32
年度

2020

H27
年度

2015

H28
年度

2016

H29
年度

2017

H30
年度

2018

⇒

施策B-5：区⺠への適切な
情報発信

様々な媒体を活⽤した区⺠への観光情報の提供

H31
年度

2019

施策B-3：情報の⼀元的集
約と発信

⇒

⇒

⇒

宿泊事業者との連携による魅⼒向上の仕組みづくり

施策B-4：他地域や宿泊・
交通事業者等との連携によ
るプロモーション

東京都や近隣区等との連携による観光プロモーションの
実施

⇒

施策B-6：外国⼈観光客獲
得に向けたプロモーション
強化

東京都や近隣区等との連携による海外向けプロモーショ
ンの実施

⇒

区内の⼤使館や領事館との観光・交流⾯での連携促進

⇒

施策C-2：区内の集客施設
との連携による魅⼒の向上

区内集客施設との連携による利⽤者のまちなか回遊の促
進

【基本戦略C】
連携による魅⼒の向上

施策C-1：交通との連携に
よる魅⼒の向上

交通事業者と連携した観光プログラムづくり

⇒

鉄道ファンをターゲットとした観光プログラムづくり
⇒

⇒

⇒

施策C-4：広域連携による
魅⼒の向上

東京都や近隣区との連携による広域観光ルートの設定

品川区と縁のある地域との連携 ⇒

※1 ⽂観：⽂化観光課、オリ：オリンピック・パラリンピック準備課

施策C-3：関連産業との連
携による魅⼒の向上

伝統⼯芸・区内産業との連携による観光プログラムづく
り

※2 H27年度に「⇒」がついているものはH27年度時点に既に取組みに着⼿しており、今後これを継続していく取組み
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⽂
観

オ
リ

⽔辺の魅⼒に気軽に親しめる親⽔空間の整備 〇 ◎ 河川下⽔道課

ウォーキングやランニングに適した遊歩道などの整備 〇 ◎ 道路課

⽔辺の環境整備（緑化等） 〇 〇 ◎ 公園課

五反⽥リバーステーションの活⽤⽅策の検討 〇 〇 〇 〇 ◎ 河川下⽔道課 ⇒

五反⽥リバーステーションの整備 〇 ◎ 河川下⽔道課 ⇒

⼤崎駅⻄⼝バスターミナルの活⽤ ⾼速バスが発着する品川区の新たな⽞関⼝としてのバスターミナル活⽤ 〇 〇 〇 〇 ◎ 都市開発課

まちのトイレの確保・情報発信 〇 ◎ ◎ 〇

公衆トイレ等の改良・整備 〇 〇 ◎ 公園課

⾃転⾞レーンの整備 〇 ◎ 道路課

⾃転⾞の観光活⽤の検討 ◎ 〇

道路におけるバリアフリー化の推進 〇 ◎ 道路課 ⇒

観光施設の回遊航路の検討 〇 〇 ◎ 都市開発課

鉄道駅や観光拠点における「⼿荷物預かりシステム・ロッカー」の導⼊検討 ◎ ○ 〇 〇 〇

「両替所」の設置に向けた検討 ◎ ○ 〇 〇 ◎ 商業・ものづくり課

河川空間や道路空間を活⽤したケータリングカーやオープンカフェ等の社会実験 ◎ 〇 ○ ⇒

河川空間や道路空間を活⽤したイベント等の開催 ◎ 〇 〇 〇 ⇒

⽔辺景観形成特別地区、重点地区における良好な景観形成の促進 〇 〇 ◎ 都市計画課 ⇒

良好な景観形成に配慮した景観重要公共施設の整備 〇 〇 ◎ 都市計画課 ⇒

五輪競技会場周辺道路における無電柱化の推進 〇 〇 ◎ 道路課 ⇒

五輪競技会場周辺道路における緑化の推進（街路樹等） 〇 〇 ◎ 公園課

観光拠点や交通結節点等における案内サインの整備 〇 ◎ 〇 ⇒

案内サインの多⾔語化 〇 〇 ◎ 広報広聴課 ⇒

Wi-Fiスポットの整備 － 〇 〇 ◎ 情報推進課 ⇒

駅構内や駅前などの交通結節点のバリアフリー化の推進 ◎ 〇 〇 ⇒

公園のバリアフリー化の推進 〇 ◎ 公園課 ⇒

災害時の観光客（外国⼈含む）への情報提供内容および提供⽅法の検討 〇 〇 〇 〇 ◎ 防災課・広報広聴課

災害時の観光客（外国⼈含む）の⼀時避難場所の検討 〇 〇 〇 〇 ◎ 防災課・広報広聴課

観光客のマナー向上のための啓発活動の実施 ◎ 〇 〇

治安の維持・向上に関する取組みの検討 〇 ◎ （警察・消防と連携）

観光に対する区⺠意識の醸成 区⺠が品川区の観光的魅⼒に触れる機会の創出（区⺠を対象にした区内観光資源ツアーの開催等） ◎ 〇 〇 ⇒

2020年オリンピック・パラリンピック東京⼤会を⾒据
えたおもてなしの向上

外国⼈を含めた観光客に対するおもてなし向上のための講座等の開設 〇 〇 〇 ◎ ◎ 国際協働 ⇒

2020年オリンピック・パラリンピック東京⼤会の⾒据えた観光ボランティアの育成（アクティブシニア等） 〇 ◎ 〇 ◎ ◎ 国際協働

観光ボランティアガイドの育成 〇 ◎ 〇 〇 〇 ⇒

区内在住外国⼈、留学⽣を活⽤した外国⼈対応の観光ボランティアの育成 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

⼀般社団法⼈しながわ観光協会への⽀援 － ◎ ⇒

観光まちづくりを担う団体等への⽀援 区内各地域の観光まちづくりの推進組織、観光ボランティア（ガイド、学⽣等）への必要に応じた適切な⽀援 〇 ◎ ⇒

外国⼈観光客が楽しめる観光プログラムの開発 － 〇 ◎ 〇 ⇒

外国語対応可能な⼈材の育成 － 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ⇒

飲⾷店メニューの多⾔語化 ◎ 〇 〇

宗教や⽂化に配慮した⾷の提供の検討 ◎ 〇 〇

主要な集客施設への⼊込客数データ等の収集・整理 ◎ 〇

観光ツアー等の参加者に対するアンケート調査の実施 ◎ 〇

観光統計を活⽤した取組み成果・課題の検討と施策への
フィードバック

観光統計の「品川区都市型観光プラン」の中間⾒直し等への活⽤ ◎ 〇 ⇒

関
連

団
体

観
光

協
会

H30
年度

2018

H31
年度

2019

戦略 施策 施策の展開例 施策の具体例

具体例における役割例 （◎：主担当） スケジュール例（取組みの開始年度）※2

事
業
者

⾏ 政 ※1 H27
年度

2015

H28
年度

2016

H29
年度

2017

H32
年度

2020

H33
年度

2021
他
課

【基本戦略D】
魅⼒的な環境づくり

施策D-1：観光拠点・交通
インフラの充実

⽔辺の環境整備

⇒

⇒

⇒

五反⽥リバーステーションの整備

施策D-3：良好な景観形成

「品川区景観計画」に基づく景観整備・景観形成

五輪競技会場周辺における景観整備

⇒

安全で快適な回遊を促すためのインフラ整備

⇒

⇒

⇒

⇒

国内外からの観光客の快適な区内回遊を促すための仕組
みの検討

⇒

⇒

施策D-2：公共空間の観光
活⽤の推進

河川や道路等の観光活⽤

⇒

施策D-4：情報インフラの
充実

案内サインの充実

施策D-5：安全で安⼼な観
光都市の形成

観光拠点におけるバリアフリー化の推進

災害時の観光客への適切な対応⽅策の検討
⇒

⇒

マナー、治安の向上に向けた取組みの推進
⇒

施策E-2：推進組織への適
切な⽀援

施策E-3：外国⼈観光客の
受⼊れ体制強化

外国⼈観光客が安⼼して飲⾷を楽しめる仕組みづくり
⇒

施策E-1：担い⼿の育成

観光ボランティアの育成

⇒

⇒

※2 H27年度に「⇒」がついているものはH27年度時点に既に取組みに着⼿しており、今後これを継続していく取組み

⇒

⇒

施策E-4：観光統計等の整
備

基礎的な観光統計の整備
⇒

⇒

※1 ⽂観：⽂化観光課、オリ：オリンピック・パラリンピック準備課

⇒

【基本戦略E】
しながわ観光を⽀える
体制の充実
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